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いから始めたものです。「フランス語ってこんな言語なのか」「スペイン語はこう
違うのか」「英語との関わりはこうなのか」と、楽しみながら学んでいただければ
嬉しいと思っています。

日本に入ってくる情報の多くは英語圏、特にアメリカ経由です。ヨーロッパの情
報であっても、まずアメリカを通って流れてくることが少なくありません。身近
な例を挙げれば Pizza です。19 世紀にアメリカで広まり、1950 〜 60 年代にはア
メリカンタイプが誕生しました。それが日本に輸入されたのは 1960 〜 70 年代の
冷凍ピザ。1980 年代にようやくアメリカンピザが一般化し、1990 年代以降になっ
てナポリピッツァなど本場イタリア式が人気を博すようになりました。日本は、
つい最近まで本物を知らず、アメリカを経由した「翻訳されたピザ」を食べてきた、
と言えるのです。言葉の世界でも、同じことが起こっているのではないでしょうか。

翻訳者は黒子だとよく言われます。確かに私たちは著者の代わりに声を届ける存
在です。しかし同時に、文化の厚みをすくい上げて別の形で伝える役割も担って
います。YouTube で思いがけず注目を浴び、講座を開く決断をし、最近は自分の
チャンネルも立ち上げました。

私が伝えたいのは、「翻訳者の目線」を社会に少しでも届けること。そして AI が
どれほど進化しても、翻訳者の補助なしに正確なニュアンスを伝えることはでき
ないという現実です。AI は確かに便利ですが、それだけでは人の文化や感情まで
はすくい取れません。言葉の橋をかけ続けることは簡単ではありませんが、その
橋を必要とする人は確実にいます。

激動の 2025 年前半を経て、私は翻訳者であることの意味をあらためて考えました。
言語の差異や文脈を理解し、人間の判断力と感性で橋を架けなくてはなりません。
翻訳者に残されているのは、日々の努力の積み重ねだけ――私はそう信じています。
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翻訳の難しさを知ることは、本気で向き合った人にしか
できない体験

渡
わたなべ

邉 ユカリ

訳は実は簡単だということをご存じでしたか？」「高い英語力は必要
ありません」「年収 1000 万円も目指せます」

　そんな甘い言葉で人を集める「翻訳講座」の広告をインターネット上で見たこ
とがある人もいるかもしれません。私は 5 年以上にわたり、このような誘い文句
で人を集める詐欺まがい講座に対してブログや SNS で警告メッセージを発信し続
けてきました。

　当時から「引っかかった人にもそれなりに落ち度もあったのだから、放っておけ
ばいいのに」「なぜそこまで肩入れするのか」と言われ続けてきました。この原稿
では主に、こうした行動の原動力となった私の心情について述べたいと思います。

　私が翻訳の「詐欺まがい講座」と呼ぶ講座は 1 つではありません。2018 年頃か
ら現在に至るまで類似講座が現れたり消えたりしました。主なものについてごく
短く時系列で紹介します。

・2018 年 A 氏の産業翻訳講座（推定被害規模 2000 人超、推定被害額 5 億円超）
・2019 年 S 氏の特許英訳講座（推定被害規模 300 人超、推定被害額 1 億円超）
・2020 年 M 氏のトランスクリエーション講座（被害規模）
・2023 年 S 氏の AI 翻訳講座（推定被害規模 800 人超、推定被害額 3 億円超）

　これらの講座に共通するのは「翻訳は簡単だ」「コツさえつかめば誰でもできる」
と強調し、大勢の人からお金を集めたことです。添削もなく動画を見て自習する
だけで 30 万円、50 万円を取り、質問しても課題を出しても放置され、まともな
指導が行われていない状態にもかかわらず、返金を求める人には「インターネッ
ト教材なのでクーリングオフ対象外」「仕事に結びついた実績があるから」などと
言い訳をして返金を拒んできました。

　当時はコロナ禍で、副業に目を向けていた人たちも多いタイミングでした。英

「翻
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語で仕事をしようなんてそれまでに考えもしなかった人たち、パソコンも持って
おらず講座のために新調したという高齢の方々も多く含まれていました。「翻訳は
難しいと思っていたけれど、実は簡単らしい」と心を躍らせ、30 万円、50 万円
という大金にもかかわらずクレジットカードを切った人たちが大勢いたのです。

　翻訳は決して「簡単」ではありません。もちろん「簡単」かどうかは主観的な
ものですから、自分にとって簡単な案件を選んで仕事をしている人もいるかもし
れません。ただ、そういう人はその分野が自分にとって「簡単」になるまでに試
行錯誤を重ねて実績を積み上げてきているはずです。辞書に載っていない表現、
文脈によって意味が変わる文。それらを正確に訳すには調べ、悩み、考え抜く必
要があります。その過程を経て「これだ」と思える訳文にたどり着いたときの達
成感は、安易に「簡単」と謳う人には決して見えない景色です。

　講座の主宰者は「産業翻訳という道があることを世に知らしめ、新規参入者を
増やした」と豪語していました。しかし実際には「翻訳は誰にでもできます」と
あまりにも安易に語られることで、かえって多くの人が挫折したのではないでしょ
うか。期待して飛び込んだものの「やはり自分にはできない」と絶望し、翻訳そ
のものを嫌いになって去っていった人も少なくないと思います。そこで大金を搾
り取られなければもっと良い講座に通ってしっかり勉強し、翻訳者になるための
もっと近いルートもあったはずなのです。

　私はブログや SNS の DM を通じてそうした人たちの相談を受け、消費者契約
法について自分で調べ、消費生活センターへつなぐまでの支援を行ってきました。
無償で動いてきたのは、単に困った人に相談されると放っておけない性分もあり
ますが、それ以上に「翻訳に絶望してほしくない」「お金を取り返し、いつか自分
のタイミングで学び直してほしい」という思いが強かったからです。

　「翻訳は簡単ではない」という言葉は、翻訳者が立場や仕事を守るための自己
防衛ではありません。むしろこれから学ぶ人への応援の言葉です。「難しいからこ
そ面白い」「難しいからこそ学ぶ価値がある」ということを、愚直に伝え続けたい
と思います。

　翻訳を本気で志す人たちが、甘い言葉に惑わされて夢を断たれることがないよ
うに。翻訳という営みの難しさを誠実に伝えていくことが、これからの私の役割
だとも考えています。
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A Slow, Accidental Evolution

Peter Winchcomb-Wada （ウィンチコム  和田  ピーター）

My shift to being a translator was definitely not planned. Ever 
since I arrived in Japan, I had done some simple interpretation 
for friends, but no translation. When I joined Fujitsu back in 

1999, it was just expected that as the native speaker, I would teach 
other employees conversational English. I kept studying Japanese, as 
everything around me was in Japanese, and I was just expected to 
understand everything. This did help me improve my language skills, 
and I made sure to either ask or look it up later when I came across 
something I didn’t know or understand.

A couple of years later I was asked to review a translation our document 
team had outsourced, without realizing they had no way to check the 
quality of the results. One of their younger employees remembered that 
I had taught the new recruits English, and I should be able to help. They 
were lucky they asked me, as I ended up rewriting the entire 60-page 
manual as the quality of the translation was abysmal. The department 
realized that there was a potential for business, particularly as they 
wouldn’t need to outsource translation work at exorbitant rates, and 
could also offer translation as a service, something only two other 
group companies did.

I was lucky to be allowed to join the document team while retaining my 
position in human resources. There were only a few pieces of 
translation, so I spent a year or two in both departments while we built 
up the translation workload. The team had an obsession with quality, 
which in turn was reflected in my own translation flow. We were 
responsible for the writing and translation of multiple series of product 
manuals. The document team had a clearly defined workflow and a 
book of rules on how to draft manuals. I quickly adopted their system 
of checklists and kept track of mistakes that were being repeated, and 
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eventually drafted my own inhouse style guide.

Being an IT company, we looked into software to improve the 
translations we were handling – both in terms of quality and 
productivity. We ended up using Déjà vu, as it was easy to use and I 
was the only inhouse translator then. After a couple of years, we added 
some people to the team and started looking for different software, as 
Déjà vu wasn’t suitable for group use. This was around the time that 
SDL merged with Trados, and they took the multiple interfaces of 
Trados and created the simpler Trados Studio interface, which we 
decided to use.

Trados Studio came with review functions that proved to be very useful, 
once you got the hang of them. I spent some time researching them, 
and devising with a list of settings that enabled us to prevent both 
simple and repeated mistakes. Regular expressions were a big part of 
this, helping prevent things not covered by the normal settings. We 
even configured Trados Studio so we could use it to check the source 
documents in Japanese – giving the document team even more control 
over the style used in their manuals.

Unfortunately, Covid-19 ended the inhouse translation business, as it 
was decided translation could easily be outsourced, along with a lot of 
other work that was seen as not needing to be handled internally. The 
document team adopted new technologies and adapted to the changed 
environment, but the translation team went the way of the dodo, partly 
due to improvements in AI translation, but also due to increased 
competitiveness of the translation companies.
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法律翻訳者としてのアメリカ法における古典的なものへ
の関心―ホームズを一例に

山
やまもと

本 志
し お り

織

私は日米の大学院における英米法・アメリカ法の学習を踏まえて、約 20 年
間、法律事務所で英文翻訳業務に従事している。人は年齢を重ねると、
不変的な古典やリベラル・アーツともいえるものに対する関心が強まる

という。私の関心も最近、実務一辺倒に限らず、不変的・古典的なものにも向く
ようになった。本稿では、私がアメリカ法を学習した法律翻訳者として、どのよ
うなものに関心が向くようになったか、触れたいと思う。

ホームズ（Oliver Wendell Holmes Jr.）は、19 世紀から 20 世紀のアメリカにお
ける著名な法律家であり、連邦最高裁判所判事を務めた。ホームズの思想はアメ
リカ法思想に多大な影響を与えた。

ホームズの著作としては、1881 年の著書「コモンロー（The Common Law）」や
1897 年の論文「法の道（The Path of the Law）」が知られている。それまでの当
時のアメリカ法思想は、18 世紀からの形而上学的な自然法思想・古典的法思想の
色彩が強かった。古典的法思想の例として、例えば、ケースメソッドを導入し、ハー
バードロースクール学部長を務め、法形式主義者としても知られるラングデル

（Christopher Columbus Langdell）は、判例評釈を過度に論理的理由に基づかせ
る法学を展開していた。ホームズはこのようなアメリカ法思想に対して異論を唱
えた。

ホームズは「コモンロー」で、初期のラングデル法学に対する批判の意味も込めて、
裁判官は解釈という名のもとに裁判官自らの経験に基づく判断を展開していると
し、「法の生命は論理ではなく経験にある（The life of the law has not been 
logic: it has been experience）」という有名な言葉を残した。

またホームズは「法の道」で、経験から法を見ることを具体化させて、法の目的
は司法判断の予言であるとした（法予言説）。ホームズは法と道徳を区別し、契約
はそれを遵守しなかった場合における損害賠償の支払命令の予言であるとし、契
約上の義務は両当事者の主観的な意思の合致ではなく、裁判官が契約を解釈して
意味を与える客観的なものであるとした（客観理論）。

またホームズは、悪名高い連邦最高裁判所判決である 1905 年の Lochner v. New 
York 事案において有名な反対意見を示した。連邦最高裁判所は、パン製造所が
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ニューヨーク州法に違反しパン製造者に 60 時間を超える労働をさせ提訴された
当該事案で、当該ニューヨーク州法は雇用者と労働者の「契約の自由」を侵害し
違憲であるとして、パン製造所を勝訴させた。ホームズはこのような自然法思想
的な「契約の自由」の考え方に対し、労働者の健康保護の観点から反対意見を示
した。

以上のようにホームズは、法を過度に論理的または普遍的に適用するのではなく、
経験的に導かれるものとして、個々の具体的事実に基づき、裁判官自らの経験に
基づく解釈に委ねるべきであるとしたが、その思想はアメリカ法に大きな影響を
与えた。

ホームズの思想を継承したといわれる人の中に、社会工学的法学を提唱したパウ
ンド（Roscoe Pound）がいる。また、アメリカ不法行為法の有名な Palsgraf v. 
Long Island Railroad Co. 事 案 など 多くの 有 名な 判 断 を 示し たカード ーゾ

（Benjamin Cardozo）も、ホームズの思想を継承し、ニューヨーク州最高裁判所
判事を務めた後に連邦最高裁判所にホームズの後任として就任した。

また、法の論理的・普遍的な適用ではなく裁判官の経験に基づく解釈を提唱する
ホームズは、リーガル・リアリズムの先駆者としても認識されている。リーガル・
リアリズムの法律家としては、コービン（Arthur Corbin）や、コービンの弟子で
あり代表的なリーガル・リアリズムの法律家であったルウェリン（Karl 
Llewellyn）がよく知られている。

写真は、上記の関心を招く一因となった自著「アメリカ契約法の基礎」と「法律
英語から見る法律翻訳」である（Amazon より入手可能）。
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なぜ訳すのか

矢
や の う

能 千
ち あ き

秋

英語との出会いから出版翻訳へ

小学生のときに英会話教室に通っていた。指定された色に触れている間
は鬼につかまらないというルールの「色鬼」や手遊びとかをやるもので、

楽しかった。車を運転できない母親に連れられて、ふたりで 30 分ほどの道のりを
自転車で漕いで往復した記憶がある。

　中学校に入って他の子が ABC をやっているときに、そんなの知ってる、と得
意意識の上に胡座をかいていたら、あっという間にわからなくなった。3 年間、
バスケばかりして過ごした。

　だが高校ではバスケをやめ、再び英会話教室に通い出した。また、学校は自分
でカリキュラムを組めたので、週 13 コマほど英語のクラスを取った。おかげで一
度だけ学年で 1 位になって、名前が張り出された。それが転機になり、オースト
ラリアに留学したいと父親に頼んだ。最初は「いいよ」と言われたのに、結局は
行けなかった。それなら英語の専門学校に行ってツアーコンダクターになろうと
思ったが、英語の先生に 4 年制大学への進学を勧められた。女子は短大卒が有利
と言われていた時代だったが、単願推薦がとれたので進学した。

　大学に進学してからは、英語劇に明け暮れた。3 年次にカリフォルニアの大学
に留学した後に転入し、日本に戻らず卒業した。卒業式には父親も参列してくれた。

　それから 15 年以上経った 2015 年、初めての共訳書が出た。このときから、訳
書が出る度に、父親に送ってきた。振り返ると父親を喜ばせるために翻訳を続け
てきたようなものだ。だが、亡くなる少し前に訳書を手渡したときには、娘の訳
書だと気づいてもらえなかった。これには相当に衝撃を受けた。

　いま、父親の新盆に向かう電車の中でこの原稿を書いている。

　この夏に刊行された最新の訳書は子ども向けの図鑑だ。先日、息子の出身小学
校に 1 冊寄贈してきた。5 年前に恐竜の本を訳したときにも寄贈した学校だ。

　翻訳を始めて 25 年くらいになるが、訳す意味が変わってきたと思う。「AI に訳
させればいい」という時代で、自分は「なにを、なぜ訳すのか」をよく考える。

　実の父親が鬼籍に入ってしまったので、新しい図鑑は義理の父親に送った。こ
れまでも送ってきている。二人の父親といい、顔も知らない小学生といい、誰か
の顔が綻ぶのを見たり、想像したりするのが好きなのかもしれない。こうやって
喜ぶ人がいる限り、これからも訳し続けていく。

憧れ
　翻訳を始めて 10 年ほどで、東日本大震災が起こった。それを機に SNS を始めた。
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アカウントは匿名で、息子の赤いサッカーボールをアイコンとした。業界誌に載っ
ている人たちをフォローするところから始め、次はオフ会に足を運んだ。名刺を
交換するたびに同業者の知り合いが増えていったが、眩しかった。右を見ても左
を見ても隣の芝生が青い。自分も出版翻訳をやりたくなってきたが、なにもわか
らない。まずは出版翻訳者の先輩たちに話を聞いて回ったが、それだけでは出版
翻訳の仕事には辿り着かない。そこで先輩たちがやっている勉強会に混ぜても
らった。その後 10 年間、ずっと勉強会に参加している。

　最初に参加したのは翻訳フォーラム主宰の勉強会で、何年か通った。課題をや
る時間をつくるのもままならない状態だったが、英訳ばかりしていたわたしにとっ
ては、和訳の時間をつくるいい機会だった。そのころからあちこちの勉強会の噂
が耳に入り始める。勉強会や講座が盛んな時期だったのかもしれない。

　そこへ青山ブックセンター主催の翻訳教室に通っている知人から話を聞き、わ
たしも通った。1 年間で卒業し、リピートはできない教室だが、卒業後は不定期
の公開講座や自主勉強会に参加した。そんなこんなで月 1 で勉強会に参加する習
慣ができた。ほかにはないかと探していたら、横浜の朝日カルチャーセンターで
越前敏弥先生の講座があるという。ここは、コロナ禍を挟み 4 年半ほど続けた。

　数年前からオンライン講座が増え、これまでは遠方だからと諦めていた先生方
の講座にオンラインで参加できるようになってきた。「先生ショッピング」をして
も上手くなるわけはないのに、SNS のタイムラインに流れてくる講座に申し込ん
では参加していた。あちこちのコンテストやコンクールにも応募していた。

　ふと気づくと、児童書の訳書が 3 冊刊行されたのに、この分野の先生についた
ことがなかった。そこで、ある先生のブログを経由し「勉強会にいれてほしい」
と打診した。「いまは空きがないが、空きがでたら教える」と返信をもらった。半
年ほどで連絡をいただき、月 2 回計 4 時間の勉強会にいれてもらえた。いまの課
題はカチャ・ベーレンのヤングアダルト小説だ。開催は隔週で、勉強会がない週
には、勉強会仲間と自主勉強会をやっている。日本のヤングアダルトが抱える問
題は、海外のそれが抱える問題とは同じではないかもしれないけど、国外に目を
向けることで見えてくるものもあるはず。翻訳を始めて 20 年以上が過ぎたが、今
日も楽しく訳している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�写真は、最新訳書の『世界の蛾』
河出書房新社刊。
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「Webtoon 翻訳業界待遇改善にむけての
実態調査アンケート」について

楊
よう

 墨
ぼくしゅう

秋

今年の 7 月 11 日から 8 月 11 日にかけて、エンターテインメント翻訳分科
会（JATENT）有志（戸谷真希さん、北村安都子さん、筆者、ならびに
匿名希望の方１名）による「Webtoon 翻訳業界待遇改善にむけての実態

調査アンケート」を実施しました。おかげさまで 100 を超える回答が集まり、集
計結果は JAT のホームページに公開されましたので、興味のある方はぜひ覗い
てみてください。

きっかけは、翻訳担当している Webtoon（縦読みマンガ）が知らないうちに書籍
化されていた、という翻訳者のつぶやきでした。取引先からの事前連絡もなければ、
クレジットの記載もなかったといいます。

実のところ、このようなケースはこれまでもたくさん観測されていましたし、
Webtoon 翻訳者の間では何度も議論されてきました。この扱いに傷つき、書籍化
の情報を見たくないために該当作品のタイトルをミュートしている翻訳者もいま
す。

著作権を譲渡する契約だから、秘密保持契約も結んでいるから、と納得している
翻訳者もいますが、書籍化は近年から始まったことであり、Webtoon の仕事は年
単位で連載に伴走することも多いので、契約当初は書籍化など想定していなかっ
た翻訳者も多いのではないでしょうか。

なにより、Webtoon 翻訳ではエンドクライアントの力が非常に強く、交渉して契
約書を書き換えていただく、という本来なら当たり前であるはずのことはほぼで
きません。しかも、一社や二社だけでなく、ほぼどの翻訳会社 / エンドクライア
ントでも同じような対応です。

著作権の譲渡と履歴書への記載を含めての言及不可という条件を呑まなければ、
ごく僅かな例外を除いて、Webtoon 翻訳の仕事は出来ないというわけです。

メディアミックス作品で同じ日本語訳が使われているにもかかわらず、担当した
翻訳者はクレジットもされなければ言及許可すらないというケースもありました。

加えて、強引な納品スケジュール、無償修正、支払い遅延、報酬の減額、不適切
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な修正の強要などの問題も散見され、翻訳に必要な範囲を超えた詳細な設定集の
事前作成などの周辺業務を無償で求められることも Webtoon 翻訳者を悩ませる
頭痛の種となっています。

ここまでの献身を求められてなお、翻訳者には担当作品のタイトルを公言する権
利すら得られないわけです。

また、近年では翻訳報酬の切り下げや、より安い翻訳会社への転注が進んでいま
す。わたしは読者としても Webtoon を楽しんでいるのですが、複数の人気
Webtoon の翻訳クオリティが同時期に下落する現象を観測し、ひどく落胆したこ
とをよく覚えています。

1 話 500 円などという言語道断なお駄賃単価を抜きにしても、時給換算すれば最
低賃金を割るような単価設定は少なくありません。

早い時期に参入したベテランであれば、当初合意した単価のまま取り引きを続け
ることはできるかもしれませんが、新作を打診されるときや、新しい翻訳会社と
取り引きを始めるときなど、単価の切り下げに直面するケースも多いでしょう。

なぜなら、Webtoon 翻訳者にはわかりやすく自分の実力を証明するすべはなく、
トライアルで適切に評価されるかどうかすら、翻訳会社が選んだレビュー担当者
の実力に依存するからです。

このような事情もあり、Webtoon 翻訳に見切りをつけたベテランも少なくありま
せん。わたし自身も Webtoon 翻訳の現状を失望し、翻訳会社からの受注をやめ
た一人です。

その後、運良く出版社と直接取り引きする機会を得て、言及許可 / クレジットあ
りの Webtoon をいくつか担当することができましたが、このような機会は数える
ほどしかありません。

同じような問題に悩まされている翻訳者は、分野や言語を問わず大勢いらっしゃ
ることかと存じます。

公正取り引き委員会を含む関連省庁による「フリーランスとして安心して働ける
環境を整備するためのガイドライン」（令和３年３月２６日）には、「合理的に必
要な範囲を超えた秘密保持義務等の一方的な設定」は「優越的地位の濫用として
問題となり得る（独占禁止法第２条第９項第５号ハ）」との記載があります。

長年続いた慣習を変えるのは難しいかもしれませんが、一人ひとりが問題意識を
持ち、働きかけ続けることで、少しでも働きやすい翻訳業界を作れたらと思います。
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